第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成25年2月26日(火)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１．主題名：公徳心を尊ぶ心(4－(2))
２．ねらい：社会の一員として公共の場における態度を考え、気持ちよい社会を実現しようとする実践意欲を培う。
３．資料名：島　耕作　ある朝の出来事（自分を見つめる(あかつき)）
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	自分の生活を振り返る
	①　あなたは電車に乗って座席に座っています。席の前に老人が立ちました。あなたならどうしますか。

・譲る　・譲らない　・寝たふりをする　

・譲りたいが勇気がない
	【一斉・発表】

・掲示物をはり、イメージさせる。

・長引かせない。

・行動の是非を問わない。

	展開
	資料①を読み、考える。
	②　島とサラリーマンのそれぞれの言い分をどう思いますか。

【島の言い分に対して】

・正しい　・当然である　　・優しい

・喧嘩になったのは良くない

【サラリーマンの言い分に対して】

・席を譲るのは酷である　・自分勝手

・言い方が良くない　・変わればいいのに

・気持ちは分かるが席を譲るべきだ　
	【一斉・発表】

・それぞれの言い分は黒板に提示し、確認をする。

・二人の立場や違いを確認する。

	
	
	③　「あなたの気持ちのことを言っているんですよ。」という島の言いたかったことは何だろう。【中心発問】
・自分のことだけでなく人の気持ちを考えるべき

・思いやる気持ちが必要

・譲れなくても態度くらいは

・新聞を広げて傲慢な口を叩くのはどうか

・自分のことしか考えていない
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

・必要に応じてグループを使う。

・公共の場における他への思いやりや、配慮することが必要であることに気づかせる。

	終末
	授業を振り返り、これからの生活について考える
	④　資料②を読み、感想をかく。
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】
・ねらいに即した感想を発表させる。


５．準備物：資料①、資料②、ワークシート、掲示物
　　　※副読本の資料を2つに分け配布する。
６．板書計画
	　
　　　　　　　　　・ゆずる

　　　　　　　　　・ゆずらない

　　　　　　　　　・勇気がない


島　耕作　ある朝の出来事
　　苦しそうな老婦人

　　　　　　　　　　　・正しい

　　　　　　　　　　　・当然

　　　　　　　　　　　・けんかはよくない

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　・ゆずるべき

　　　　　　　　　　　・言い方が悪い

　　　　　　　　　　　・ゆずれなくても仕方ない

　　　　　　　　　　



・自分のことだけでなく人の気持ちを考えるべき

・思いやる気持ちが必要

・譲れなくても態度くらいは
・新聞を広げて傲慢な口を叩くのはどうか



７．今後の改善点

　　◎　②で時間をかけない。
　　◎　島の言い分が正しいだけでは、ねらいにせまれない。みんなでこの問題を解決すべきだという意見も出させたい。

　　◎　中心発問がやや抽象的。何か切り返しの発問などを用意して、深める必要がある。

　　◎　中心発問を「このときの島耕作の気持ちは？」にして、板書では島の顔の下に吹き出しをつける形にしてもよい。
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「あなたの気持ちのことを言っているんですよ。」
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【サラリーマンの言い分】


2時間しか寝ていない


20分も立って待っていた








【島の言い分】


新聞を広げるくらいなら


老婦人に席をゆずって欲しい











